
 

第53回南木倶楽部全国勉強会（第138回大阪読書研究会）   南木隆治（みなきたかはる） 

情況と本質  
現下の状況について。 
A アメリカのアフガニスタンからの撤退は、戦略的なもので、C国をアフガニスタンに引

きずり込んで完成する。バイデンはへたくそなだけだが、それも結果オーライかもしれない。

自衛隊機の「派遣」も結果の如何を問わずよかった。シルベスタ・スタローン主演の『ラン

ボー３・怒りのアフガン』（1988）を知っているか？ ソ連支配下のアフガニスタン。アメ

リカは、パキスタンを支援し、パキスタンは国境沿いに『タリバン』（神学校）をつくり、サ

ウジアラビアの王族で、大富豪の「ウサマ・ビン・ラディン」が私財を投入して「アルカイ

ーダ」（前線基地）を創った。映画の最後のところ「絶体絶命と思われたその時、ムジャーヒディー

ンの兵士が馬に乗ってランボーたちの加勢にやってくる。窮地から一転、ムジャーヒディーンと協力してランボ

ーたちは攻勢に出るのであった。」映画には「この映画をすべてのアフガン戦士たちに捧げる」という文言が出る。 
「アレキサンダーも、ジンギスカンも支配できなかったアフガン」と言うセリフも出てくる。 

アメリカって、一体何をやっているんだ！！ 
B 武漢コロナについて、デルタ株で感染拡大などと騒いでいるが、実際は先進国中、死亡率が最も低く、我が

国は勝っているのに、なぜか「負け組み」のように報道され、「自虐史観」に満ちている。 
どうして「勝っている」現状をもとに、次の戦略を立てずに、負けるように、負けるように戦略を立てるのか。 
そういうことをする人間は、実際の「スパイ」ではなくても、実質上の「スパイ」である。国力をそぐ事が明白

な事を述べる者は、「スパイ」ではないかと疑う「国民性」を育てねばならない。 
山本五十六が上記述べた意味で「スパイ」であった事は、明白である。 
どうして、国力を増進させることを第一に考えないのか。我が国は今も、昔も大国である。「富国強兵」しなけれ

ば、それをした大国の軍門に下るだけである。それ以外の運命はない。 
C 現在、武器を使わない、世界大戦進行中である。ほぼすべての世界情勢は、C国と、アメリカの覇権を廻る

戦略的な影響下にある。すべてを、最終決定付けるのはわが国である。戦国時代である。徳川家康になるのはど

の国か。 
D ドバイについて。日本人よ、この悔しさを忘れるな。 
ドバイはいつも町中がお祭りのような国家である。先日報道された世界最深のプールも、そして、世界一高い１

０００メートルに及ぶ建築も、もしも１９８９年の我が国の経済力をそのまま発展させえていたら、すべて東京

で実現できたことだった。あの頃、すでに鹿島建設などゼネコンが集まって世界最大の１０００メートルの「東

洋のバベルの塔」を東京で建築する計画があった。それは内部に森林を擁し、蝶や、鳥が舞い、キツネなど小動

物もいる大公園があり、巨大図書館を持ち、巨大プール，夏でも遊べる大スキー場を持ち、水族館があり、大シ

ョッピングモールと、そして人々が住む居住区がある、超巨大なひとつの都市だった。それらは今ドバイですべ

て実現されつつある。無理やり「バブル」を崩壊させなかったら、その気になれば、すべて我が国が手にするこ

とができたものだった。若者たちにどういう国を残すのか。30年間、経済成長させなかった事を老年、壮年は若

者たちに詫びよ。私はそう思っている。そしてこれからでも遅くないから、高度成長路線を模索せよ。出来ない

理由を述べるな。できる事を考えよ。。 
 
E 私たちは大勝負に重要な一手で負けている。悪い癖だ。そしてそれは人事にあるのではないか。信頼しすぎ

る悪い癖。悪を蔓延らせてしまう油断と、勇気のなさ。公務員が、左翼になれば出世できるのでは話にならない。 
 
F オリンピック実施してよかった。していなかったらどうなっていたか。 

G「表現の不自由展」の「エル大阪（大阪府立労働センター）」でのいきさつについて。これからやる事。 

 

H 「コロナ」。何の処方もせず、自宅待機させ、重症化するのを待っていると言う無茶苦茶な方針をやめよ。 

せめて、認可はされていなくても、効果があるとされている薬品や、サプリメントの一覧表を印刷した紙切れ 



１枚を渡すことすらできないのか。「アビガン」「イベルメクチン」「５ALA」「柿渋や、緑茶カテキン」良いと言 

われているものの一覧表くらいは渡してあげなさいよ。 

「ワクチン」一辺倒を止めてはどうか。若く、元気で、病気にかかった事がないような人ほど、副反応がひどい。 

 

I 自民党、このままでは、選挙で大敗しますよ。 

尾身会長は本性を表した。1年間国民に自粛のみを求め、医療制度、医師会の改革を提言しなかった責任は重大。 

 

J 米国内の政治情勢。「内乱」の危機は続く。ユーチューバー『我那覇真子』を参照してください。 

K 東京五輪・パラは成功、北京五輪は開催できないか、ボイコットで正解。 

L 何度も言うが、アメリカ海軍の「核シェアリング」我が国には、絶対的、死活的に必要。政治家はここを頑張

って欲しい。せめてＮＡＴＯ諸国並にならねば。なお、非核3原則のままで核シェアリングは可能。ここが南木

案の優れているところ。アメリカが乗ってこないのだったら、英国海軍に我が国の最新潜水艦を売却して、核ミ

サイルか、超音速トマホークを搭載できるように改装し、日英同盟を結んで、南シナ海に、英国に属する潜水艦

に常駐してもらっても良い。その全費用を我が国が持つといえば、英国は喜んで乗ってくるはず。日英同盟復活

は歴史の必然。必ずそこ前行く。行かない時はチャイナ共産党が全人類を支配した時。 

 

M これも繰り返すが、チャイナ共産党崩壊後、国連常任理事国にチャイナの後継国家が就任する事は絶対に阻止

しなければならない。我が国でなければならない。常任理事国は皆核武装している。まずは一刻も早くアメリカ

海軍の核をシェアリングしなければならない。アメリカ弱体化、あるいは「内戦」となり、ハワイ以東に引き上

げる可能性のあるときは、そうなると核シェアリング（潜水艦搭載のミサイルはハワイからではもう届かない）

が出来なくなり「契約違反」となるので、第7艦隊を我が国が丸ごとレンタル、あるいは買取まで考えておくべ

き。必ず我が国の復活をするという決意を国民が持つべき。今の若い世代は、我が国の経済力の絶頂期（1989年）

を知らないから、それは年長者が教え、準備しておくべき。 

N 基本認識として我が国はそのポテンシャルエネルギーとして、この4つの島だけで、全ヨーロッパ、そして合

衆国と匹敵できる力があるということ。1989年のＧＤＰは英独仏すべてをあわせたより大きかったし、東京の地

価だけで、全アメリカの土地を買う事ができた。そういう資料はないが、南木は戦国時代末期、関が原から、徳

川幕府の初期のころの我が国のＧＤＰ、海外資産を含め、当時の全ヨーロッパＧＤＰの総和に匹敵したのではな

いかと思っている。今後もそのような国家を目指さねばならない。 

O 人口が減っても問題ない。人口減少分のＧＤＰ減少は、たった1パーセント以下の経済成長を達成すれば軽く

カバーできる。日本人もドバイのようなレベルの国民生活ができてもおかしくはない。まず富国強兵。それだけ

でも当面のＧＤＰをかなり伸ばす事ができる。インフレになるほど軍需産業に関して、政府支出を増額せよ。（自

衛官をこれ以上国家が辱めるようなことはするな。（トイレットペーパーの件。小笠原理恵） 

P「手遅れにならないと変れない国」からどうやって脱却するか。「手遅れ」の結果、開国が遅れ、大東亜戦争も

終戦が遅れ、その後大変な苦労をすることになった。50年早く開国すればそもそも明治維新の苦労は不要で、合

衆国は弱小なままで、多分日英同盟で世界の覇権の半分、少なくとも三分の一を我が国はもちえたであろう。大

東亜戦争は必要なかった。サイパンが落ちた時命がけで戦争をやめておれば、台湾も、樺太もそのまま、もっと

早くソ連を壊滅させる事ができたし、チャイナ共産党の跋扈もなかった。すべて我が国の対応が遅い事が世界の

不安定の「原因である。 

Q『大阪都構想』 大阪の２重行政を解消する南木案は、大阪市を残したまま、大阪府知事が、大阪市長を兼任

する案。南木案を採用せよ。 

R縄文人は偉かったのだ。我が国の根本精神は縄文１万年以上の「平和共存思想」を基底に持つ。 

S アメリカの『因果応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。アメリカは将来ど

ういう地域になるか。   

T （重要。皆様の協力依頼。）「ブルーリボン訴訟 大阪地裁」次回は第５回９月１０日午後２時開廷より。 

傍聴券抽選は、当日13:20～13:30の間、別館正面玄関前。 ビッグサプライズあります。 

U「フジ住宅裁判 控訴審大阪高裁」判決日は、かなり先で、11月18日(木)14時。詳細は追って連絡します。  
令和３年8月28日（土）（以上）

（参考図書は別紙） 


